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三重県地方自治研究センターの

今期の活動を
　　　 振り返る

Webを利用した研究会の様子（第４回）

　

２
０
２
０
年
度
の
三
重
県
地
方
自

治
研
究
セ
ン
タ
ー
の
活
動
は
、
現
在

も
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
様
々
な
制

約
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
刻
一
刻
と
変
化
し
て
い
く
状
況

を
見
据
え
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
対

応
や
各
種
感
染
対
策
を
講
じ
る
等
、

可
能
な
形
を
模
索
し
な
が
ら
調
査
研

究
活
動
や
講
演
・
情
報
提
供
活
動
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

調
査
研
究
活
動
で
は
、
２
０
１
９

年
度
か
ら
引
き
続
く
「
地
域
ブ
ラ
ン

ド
化
の
取
組
研
究
会
」
の
ほ
か
、「
地

域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
政
策

研
究
」、「
文
化
政
策
に
お
け
る
参

加
・
協
働
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究

会
」
を
新
た
な
研
究
と
し
て
立
ち
上

げ
て
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

講
演
・
情
報
提
供
活
動
で
は
、
心

理
的
安
全
性
の
高
い
職
場
を
作
る
こ

と
を
目
的
に
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
学
ぶ
た
め
の
実
践
研
修

や
、
地
方
分
権
と
地
方
財
政
の
現

状
・
課
題
・
今
後
の
展
望
を
学
び
、

こ
れ
ら
に
関
わ
る
能
力
向
上
等
を
目

的
と
し
た
連
続
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
・

開
催
し
ま
し
た
。

　

本
号
で
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
の
状

況
に
つ
い
て
概
要
を
ご
報
告
し
ま

す
。

　

２
０
１
９
年
度
か
ら
進
め
て
い

る
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
の
取
組
研
究

会
」
で
は
、
座
長
に
皇
學
館
大
学
教

育
開
発
セ
ン
タ
ー
准
教
授 

池
山 

敦 

氏
に
、
研
究
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
三
重

大
学
教
育
学
部
教
授 

萩
原 

克
幸 

氏

に
就
任
い
た
だ
き
研
究
を
進
め
て
参

り
ま
し
た
。研
究
員
と
し
て
鈴
鹿
市
、

亀
山
市
、
津
市
、
松
阪
市
か
ら
参
加

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
の
活
動
と
し
て
は
、
三
重

の
お
茶
ブ
ラ
ン
ド
化
の
課
題
を
議
論

し
、
デ
ー
タ
分
析
の
基
礎
を
学
習
し

た
後
に
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
先
進
自
治
体

（
静
岡
県
三
島
市
）
の
事
例
や
専
門

家
（
三
十
三
総
研
専
務
取
締
役 

伊

藤 

公
昭 

氏
）
の
講
演
を
聞
き
、
調

査
と
戦
略
の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま

し
た
。
続
い
て
、
研

究
会
に
て
、
全
国
の

ブ
ラ
ン
ド
化
の
事
例

調
査
と
お
茶
の
ア
ン

ケ
ー
ト
作
成
を
行
い

ま
し
た
。
本
年
度
は

全
国
の
方
を
対
象
に

「
緑
茶
に
つ
い
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
」
を
行
い
、

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
な

ど
デ
ー
タ
を
収
集
し
、

研
究
会
で
企
画
す
る

モ
デ
ル
事
業
に
活
用

す
る
計
画
を
立
て
ま

し
た
。
モ
デ
ル
事
業

は
緑
茶
に
関
す
る
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
致
し

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
に
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
は

難
し
い
と
判
断
し
、
モ
デ
ル
事
業
の

修
正
を
行
い
、
研
究
会
も
Ｗ
ｅ
ｂ
上

で
の
方
法
に
変
更
し
、
２
０
２
０
年

９
月
４
日
の
第
４
回
研
究
会
で
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
デ
ー
タ
を
分
析

後
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
進
め
ら

れ
る
モ
デ
ル
事
業
を
再
度
企
画
し
直

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
市
町
茶
振

興
担
当
者
や
お
茶
産
業
関
連
者
が
三

重
そ
し
て
各
市
町
の
お
茶
振
興
に
活

用
で
き
る
Ｐ
Ｒ
画
像
を
作
成
す
る
内

容
を
考
え
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
11

月
20
日
に
第
５
回
研
究
会
を
経
て
モ

デ
ル
事
業
を
実
行
致
し
ま
し
た
。
詳

し
い
内
容
は
、
３
月
に
完
成
予
定
の

地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
の
取
組
研
究
会
報

告
書
に
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
予

定
で
す
。

地域ブランド化の取組研究会

（一財）
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後藤氏の講演の様子

研究会の様子（第１回）

　

本
年
度
か
ら
新
た
に
「
文
化
政
策
に
お
け
る
参
加
・
協
働
の
在
り

方
に
関
す
る
研
究
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

当
研
究
会
で
は
、
三
重
大
学
教
育
学
部 

特
任
教
授
の
山
田 

康
彦

氏
を
座
長
に
迎
え
、
県
内
自
治
体
か
ら
東
員
町
、
四
日
市
市
、
亀
山

市
、伊
賀
市
、伊
勢
市
、多
気
町
の
文
化
振
興
部
局
の
担
当
者
の
方
々

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
文
化
振
興
事
業
の
現
場
の
実
情
や
課
題
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
と
っ
て
重
要
と
な
る
「
参
加
・

協
働
」
に
主
眼
を
置
い
て
、
文
化
芸
術
の
役
割
や
自
治
体
文
化
政
策

の
在
り
方
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
９
月
28
日
に
開
催
し
た
第
１
回
研
究
会
で
は
、
自
治

体
の
住
民
意
識
調
査
等
か
ら
見
え
る
文
化
芸
術
を
取
り
巻
く
現
状
を

共
有
し
た
ほ
か
、
山
田
座
長
か
ら
文
化
芸
術
基
本
法
と
文
化
芸
術
推

進
基
本
計
画
に
お
い
て
特
に
注
目
す
る
べ
き
点
を
テ
ー
マ
に
講
義
い

た
だ
き
、
そ
の
後
に
各
市
町
で
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
10
月
20
日
に
開
催
し
た
第
２
回
研
究
会
で
は
、
各
自

　

本
年
度
よ
り
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
政
策
を
テ
ー
マ

に
三
重
県
社
会
福
協
議
会
と
共
同
で
研
究
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
地

域
共
生
社
会
の
分
野
は
、
福
祉
政
策
か
ら
保
健
、
医
療
、
ま
ち
づ
く

り
や
教
育
と
い
っ
た
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
中
心
と
な
る
テ
ー
マ
と

し
て
「
福
祉
教
育
」
と
い
う
視
点
で
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
う
こ
と
と
し

ま
し
た
。
ま
ず
、
三
重
県
内
29
市
町
を
対
象
に
福
祉
教
育
（
福
祉
研

修
）
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
実
状
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
９
月
30
日
、
当
セ
ン
タ
ー
は
、
セ
ミ
ナ
ー
「
地
域
共

生
社
会
に
お
け
る
連
携
を
考
え
る
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー

の
内
容
は
、
三
重
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科 

臨
床
医
学
系
講
座

家
庭
医
療
学
分
野 

助
教 

後
藤 

道
子 

氏
よ
り
地
域
総
合
医
療
に
関

わ
る
状
況
や
総
合
医
療
医
の
果
た
す
役
割
や
地
域
の
事
例
、
地
域
包

括
ケ
ア
の
基
礎
的
な
理
論
な
ど
を
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
に
、

名
張
市
「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
」
の
映
像
を
閲
覧
し
、

住
民
主
体
の
生
活
支
援
や
福
祉
に
関
わ
る
総
合
的
な
相
談
窓
口
の
取

組
な
ど
の
事
例
か
ら
、
名
張
市
に
お
け
る
地
域
共
生
社
会
政
策
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
最
後
に
、
三
重
県
内
29
市
町
に
対
し
て
実
施
し

た
福
祉
教
育
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
参
加
者
と
見
な
が
ら
地
域

共
生
社
会
に
向
け
た
課
題
を
共
有
致
し
ま
し
た
。

　

研
究
の
具
体
的
実
践
と
し
て
、
福
祉
研
修
ツ
ー
ル
作
成
を
県
内
の

７
市
町
（
桑
名
市
、
鈴
鹿
市
、
亀
山
市
、
伊
賀
市
、
伊
勢
市
、
鳥
羽

市
、
御
浜
町
）
の
協
力
で
行
い
ま
し
た
。
研
修
ツ
ー
ル
と
し
て
、
福

祉
ク
イ
ズ
集
を
作
り
、
対
話
的
な
研
修
に
役
立
て
る
方
法
を
考
え
実

施
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
詳
し
い
内
容
は
、
３
月
に
完
成
予
定
の
報

告
書
で
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

治
体
の
取
組
の
状
況
と
課
題
の
確
認
と
し
て
、
各
研
究
員
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
市
町
に
お
け
る
事
業
の
取
組
内
容
を
、
特
に
住
民
の
参
加
・

協
働
、
他
分
野
と
の
連
携
、
自
治
体
支
援
制
度
、
文
化
施
設
の
運
営

等
に
重
点
を
置
い
て
説
明
い
た
だ
き
、
そ
の
後
に
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
山
田
座
長
か
ら
今
後
の
研
究
の
進
め
方
の
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
視
点
等
に
つ
い
て
提
案
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
12
月
21
日
に
開
催
し
た
第
３
回
研
究
会
で
は
、
こ
れ

ま
で
に
研
究
員
の
皆
様
の
各
自
治
体
で
の
取
組
の
話
の
中
か
ら
浮
か

び
上
が
っ
て
き
た
文
化
振
興
事
業
に
お
け
る
様
々
な
課
題
と
、
解
決

し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
や
行
政
と
し
て
行
う
べ
き
こ
と
と
い

う
視
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
座
長
に
提
案
い
た
だ
い
た
「
中
小
規
模

の
自
治
体
で
全
般
的
に
積
極
的
に
文
化
政
策
を
進
め
て
い
る
自
治
体

の
取
組
」「
住
民
が
本
格
的
に
文
化
芸
術
に
参
加
す
る
施
策
を
進
め

て
い
る
自
治
体
の
取
組
」
と
し
て
参
考
に
な
り
そ
う
な
全
国
の
自
治

体
の
取
組
事
例
と
し
て
、
青
森
県
八
戸
市
、
岐
阜
県
可
児
市
、
香
川

県
丸
亀
市
、
福
島
県
い
わ
き
市
、
長
野
県
飯
田
市
、
神
奈
川
県
大
和

市
の
取
組
を
紹
介
し
、
そ
の
後
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

次
回
以
降
は
、
参
考
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
自
治
体
と
の
オ
ン

ラ
イ
ン
上
で
の
視
察
・
意
見
交
換
会
等
を
開
催
し
て
そ
の
取
組
や
職

員
と
し
て
の
考
え
等
を
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
更
に
研
究
を

深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
化
政
策
に
お
け
る
参
加
・
協
働
の

在
り
方
に
関
す
る
研
究
会

地
域
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た
政
策
研
究
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２
０
０
０
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
地
方

分
権
一
括
法
に
よ
り
、
国
と
自
治
体
の
新

し
い
役
割
分
担
の
原
則
が
定
め
ら
れ
、
自

己
決
定
を
基
本
と
し
た
「
分
権
型
社
会
」

を
目
指
し
、
地
方
分
権
改
革
が
進
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
地
方
自
治

体
の
独
立
性
は
弱
く
、
自
ら
決
定
し
自
ら

責
任
を
持
つ
体
制
の
確
立
は
道
半
ば
で
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
の
考
え
か
ら
、
地
方

分
権
の
視
点
か
ら
地
方
財
政
に
関
す
る
能

力
を
高
め
、
地
方
財
政
の
健
全
化
と
地
方

分
権
の
達
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
全
５
回
の
連
続
セ
ミ
ナ
ー
を
「
地
方
自

治
の
学
び
場

－

地
方
分
権
の
視
点
か
ら
地

方
財
政
の
確
立
を
志
す

－

」
と
題
し
て
、

自
治
労
三
重
県
本
部
と
の
共
催
に
よ
り
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

２
０
２
０
年
12
月
１
日
に
開
催
し
た
第
１
回
目
は
、
中
央
大

学
副
学
長
／
法
学
部
教
授
の
礒
崎 

初
仁 

氏
を
講
師
に
お
迎
え

し
て
、「
地
方
分
権
改
革
20
年
と
『
立
法
分
権
』
の
可
能
性

－

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
経
験
を
踏
ま
え
て

－

」
と
い
う
内
容
の
ご

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
全
国
的
な
感
染
拡
大
状
況
を
考
慮
し
、
急
遽
、
Ｗ
ｅ

ｂ
会
議
ツ
ー
ル
を
使
用
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
講
義
い
た
だ
く

方
式
に
変
更
し
て
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

講
義
の
前
半
で
は
、
分
権
改
革
20
年
の
評
価
と
今
後
の
地
方

自
治
体
運
営
に
必
要
と
さ
れ
る
「
立
法
分
権
」
の
考
え
方
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
義
の
後
半
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
巡
る
国
と
地
方
の

様
々
な
対
応
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
国
と
地
方
自
治
体
の
関
係

の
在
り
方
に
つ
い
て
考
察
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
質
疑
も
活
発
に
行
わ
れ
、
充
実
し
た
講
義
と

な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
次
回
の
第
２
回
目
か
ら
第
４
回
目
ま
で
は
、
公
益
財

団
法
人
地
方
自
治
総
合
研
究
所
研
究
員
の
飛
田 

博
史 

氏
を
講

師
に
招
い
て
、
地
方
交
付
税
制
度
を
始
め
と
し
た
地
方
財
政
に

つ
い
て
の
仕
組
み
や
現
状
と
課
題
、
さ
ら
に
は
今
後
の
地
方
財

政
を
め
ぐ
る
動
向
と
改
革
の
展
望
に
つ
い
て
ご
講
義
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

　

現
代
の
職
場
環
境
に
お
け
る
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
阻
害
、
具
体
的
に
は
批
判
的
な
評
価
を

さ
れ
る
こ
と
へ
の
不
安
を
感
じ
て
発
言
を
控
え
、
失
敗
の
リ

ス
ク
を
抱
え
た
仕
事
に
つ
い
て
の
活
発
な
会
話
が
し
に
く
い

と
い
う
状
況
が
あ
る
と
考
え
、「
心
理
的
安
全
性
」
に
注
目

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
践
研
修
を
２
０
２
０
年
11
月

17
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

心
理
的
安
全
性
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

の
エ
イ
ミ
ー
・
エ
ド
モ
ン
ソ
ン
教
授
に
よ
り
１
９
９
９
年
に

提
唱
さ
れ
た
概
念
で
、
要
約
す
る
と
「
チ
ー
ム
に
お
い
て
、

発
言
す
る
こ
と
を
恥
じ
た
り
脅
威
に
感
じ
な
い
、
そ
の
信
念

を
メ
ン
バ
ー
の
全
員
が
共
有
で
き
て
い
る
状
態
」
の
こ
と
で

す
。
職
場
に
お
い
て
心
理
的
安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
、

効
率
性
及
び
生
産
性
向
上
に
つ
な
が
り
、
よ
り
良
い
組
織
風

土
づ
く
り
に
繋
が
る
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

職
場
の
心
理
的
安
全
性
を
実
現
す
る
の
に
適
し
て
い
る
技

術
が
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
言
わ
れ
て
お

り
、
こ
の
た
び
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
ジ
ャ

パ
ン
事
務
局
長
／
専
属
講
師 

牛
島 

の
り
子 

氏
よ
り
、
ア

サ
ー
テ
ィ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
的
な
講
義
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
自
分
の

気
持
ち
や
意
見
を
、
相
手
の
気
持
ち
も
尊
重
し
な
が
ら
、
誠

実
に
、
率
直
に
、
そ
し
て
対
等
に
表
現
す
る
こ
と
を
意
味

し
ま
す
。
し
か
し
、
長
年
身
に
つ
い
た

言
い
方
の
癖
や
態
度
は
な
か
な
か
変
え

ら
れ
な
い
た
め
、
自
分
の
癖
や
考
え
方

を
見
つ
め
、
そ
れ
を
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
な

も
の
に
変
え
て
い
く
学
び
と
練
習
が
ア

サ
ー
テ
ィ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

技
術
だ
と
知
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
の
影
響
で
、
講
師
は
遠
隔
地
か
ら

の
Ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
実
施
と
な
り
ま
し
た

が
、
振
り
返
り
や
練
習
動
画
を
交
え
た

講
義
に
よ
り
、
実
践
的
な
講
義
と
な
り

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
満
足
度
は
総
じ
て
高
く
、
職
場

に
お
い
て
の
実
践
が
期
待
で
き
る
と
い

う
声
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

～コロナ禍における取組～

オンラインで研修会を実施しました！

Webを利用した研修の様子

礒崎氏の講演の様子

コミュニケーション実践研修の開催

連続セミナー
「地方自治の学び場」の開催
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三重県地方自治研究センターのこれからの活動予定
◆１月２５日（月）　
連続セミナー「地方自治の学び場－地方分権の視点から地方財政の確立を志す－」（第２回）
講師：公益財団法人 地方自治総合研究所　研究員　飛田 博史 氏

◆１月２６日（火）
地域共生社会の実現に向けた政策研究　「福祉研修ツール検証会」

◆２月２日（火）
地域ブランド化の取組研究会（第６回）

◆２月８日（月）
　企画運営委員会

◆２月２４日（水）
連続セミナー「地方自治の学び場－地方分権の視点から地方財政の確立を志す－」（第３回）
講師：公益財団法人 地方自治総合研究所　研究員　飛田 博史 氏

◆２月～３月頃
文化政策における参加・協働の在り方に関する研究会（第４回・第５回）

◆３月下旬頃予定
理事会

◆４月２３日（金）
連続セミナー「地方自治の学び場－地方分権の視点から地方財政の確立を志す－」（第４回）
講師：公益財団法人 地方自治総合研究所　研究員　飛田 博史 氏

◆５月下旬頃予定
連続セミナー「地方自治の学び場－地方分権の視点から地方財政の確立を志す－」（第５回）
講師：未定

◆６月上旬頃予定
理事会・総会

※コロナウイルス感染拡大の影響により、Webによる方法などの変更及び延期・中止の可能性があります。
※連続セミナー「地方自治の学び場 - 地方分権の視点から地方財政の確立を志す -」は定員の空きがありますので、参加を希望される方は、三
重県地方自治研究センターまでお問合せください。

三重県地方自治研究センターのこれからの活動予定

　

当
機
関
紙
で
は
、
行
政
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
や
、

今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
で
更
に
顕
在
化
し
た
問
題
等
に
注
目

し
て
、
栄
養
・
食
生
活
、
消
費
者
被
害
防
止
、
公
共
交

通
、文
化
政
策
、災
害
復
興
、地
方
観
光
施
策
等
の
テ
ー

マ
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

〇
２
０
２
０
年
７
月
（
第
３
３
７
号
）

「
わ
が
国
の
栄
養
・
食
生
活
状
況
と
食
環
境
整
備
」

鈴
鹿
医
療
科
学
大
学 

保
健
衛
生
学
部 
医
療
栄
養
学

科 

准
教
授 

大
槻 

誠 

氏

〇
２
０
２
０
年
８
月
（
第
３
３
８
号
）

「
消
費
者
安
全
確
保
地
域
協
議
会
〜
高
齢
者
等
の
安

全
・
安
心
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
〜
」

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
消
費
生
活
研

究
所 

研
究
員　

釘
宮 

悦
子 

氏

〇
２
０
２
０
年
９
月
（
第
３
３
９
号
）

「
新
た
な
移
動
手
段
確
保
へ
の
挑
戦
〜
誰
も
が
笑
顔

で
出
か
け
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
〜
」

三
重
県
紀
北
町　

企
画
課
企
画
係
長 

奥
村 

京
英 

氏

〇
２
０
２
０
年
10
月
（
第
３
４
０
号
）

「
地
域
社
会
に
と
っ
て
の
文
化
の
必
要
性
と
自
治
体

政
策
」

三
重
大
学
教
育
学
部　

特
任
教
授　

山
田 

康
彦 

氏

〇
２
０
２
０
年
11
月
（
第
３
４
１
号
）

「
災
害
復
興
法
学
の
す
す
め
〜
被
災
し
た
あ
な
た
を

助
け
る
お
金
と
く
ら
し
の
防
災
教
育
〜
」

銀
座
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
法
律
事
務
所 

代
表
弁
護
士 

岡

本 

正 

氏

〇
２
０
２
０
年
12
月
（
第
３
４
２
号
）

「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
求
め
ら
れ
る

地
方
観
光
施
策
と
は
」

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社　

観
光
政
策
研
究
部

長
／
博
士
・
主
席
研
究
員　

山
田 

雄
一 

氏

今
期
の
機
関
紙
に
つ
い
て


